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令和７年度　石川農林作成



更新伐後の更新確認マニュアル



＜広葉樹更新伐＞

○基本的な考え方

　  ①現状の上層木（母樹※1）の本数と樹種

　  ②現状の下層木（稚樹※2）の本数と樹種

　  →①②の本数の合計で、立木度※3が3を超えているか確認する

※1母樹…広葉樹更新伐の際、残存した高木性広葉樹（下種更新用）

※2稚樹…対象樹種は「高木性の樹種」（参考資料①「市町村森林整備計画」参照）

※3立木度…現状成立本数（①と②の合計）÷期待成立本数※4×10

（参考資料②「天然更新完了基準書」参照）

※4期待成立本数…現実林分における樹種別、林齢別の標準的なヘクタール当たり本数（参考資料②「天然更新完了基準書」参照）

→市町村森林整備計画で定められているとおり、10,000本/ha  とする（参考資料①「市町村森林整備計画」参照）



○調査時期　母樹、稚樹の樹種がわかる時期に実施すること（5～11月頃）。



○調査方法

①上層木

· 標準地は10m×10m、1ha当たり1箇所設置。

· 標準地内に生育している母樹の樹種名と本数を様式の１ (1)の表に記入。

· 標準地内に母樹と稚樹が生育している状態を確認し、写真を撮影。撮影の際にこの母樹・稚樹・標準地全体が入るようにする。撮影した写真は様式の１(2)に貼る。ただし、写真は1か所のみでよい。



②下層木確認

· 標準地は2m×2m、0.5ha当たり1箇所設置。

· 標準地内に生育している稚樹の樹種名と本数を２ (1)の表に記入。

· 標準地内に稚樹が生育している状況を確認し、稚樹の横にポールを立て、稚樹と標準地全体が入るよう写真を撮影。なお、稚樹が多数ある場合は樹高の高い稚樹から順に4本程度でよい。撮影した写真は様式の２(2)に貼る。ただし、写真は1か所のみでよい。



   ○適否判定  様式の「○現地調査による立木度の適否」の「適否」欄が「○」となれば適

　　　　      　→「×」となるようなら、事務所へ要相談



＜人工林整理伐＞

		期待成立本数の目安



		樹高

		胸高直径

		密度(ha/本)



		16m

		20cm

		1,500



		19m

		25cm

		1,000



		21m

		30cm

		750



		26m

		37cm

		500





○基本的な考え方

①現状の上層木の本数と樹種

　  ②現状の下層木（稚樹※1）の本数と樹種

　  →①②の本数の合計で、立木度※2が3を超えているか確認する

※1稚樹…対象樹種は「高木性の樹種」

（参考資料①「市町村森林整備計画」参照）

※2立木度…現状成立本数（①と②の合計）÷期待成立本数※3×10

（参考資料②「天然更新完了基準書」参照）

※3期待成立本数…現実林分における樹種別、林齢別の標準的なヘクタール当たりの本数（参考資料②「天然更新完了基準書」参照）

→期待成立本数の目安は、胸高直径や樹高から右上表の密度を参考とする



○調査時期　稚樹の樹種がわかる時期に実施すること（5～11月頃）。



○調査方法

①上層木

· 標準地は10m×10m、1ha当たり1箇所設置。

· 標準地内に生育している上層木の樹種名と樹高、胸高直径、本数を様式の１ (1)の表に記入（樹高と胸高直径については、標準地内の平均的な任意の１本を選択して記載）。→樹高と胸高直径から、上記表により期待成立本数を判断する

· 標準地内に上層木と稚樹が生育している状態を確認し、写真を撮影。撮影の際にこの上層木・稚樹が入るようにする。撮影した写真は様式の１(2)に貼る。ただし、写真は1か所のみでよい。



②下層木

· 標準地は2m×2m、0.5ha当たり1箇所設置。

· 標準地内に生育している稚樹の樹種名と本数を２ (1)の表に記入。

· 標準地内に稚樹が生育している状況を確認し、稚樹の横にポールを立て、稚樹と標準地全体が入るよう写真を撮影。なお、稚樹が多数ある場合は樹高の高い稚樹から順に4本程度でよい。撮影した写真は様式の２(2)に貼る。ただし、写真は1か所のみでよい。



○適否判定　様式の「○現地調査による立木度の適否」について、期待成立本数を選択し「適否」欄が「○」となれば適

　　　      　　→「×」となるようなら、事務所へ要相談


広葉樹更新伐

		更新伐後の更新確認（広葉樹更新伐） コウシン バツ ゴ コウシン カクニン コウヨウジュ コウシン バツ																														２　下層木の確認 カソウ キ カクニン

																																  (1)標準地数（2m×2m）： ヒョウジュンチ スウ										0.5ha当たり1カ所　→								4		箇所設置 カショ セッチ

		○申請内容 シンセイ ナイヨウ

		・事業名： ジギョウ メイ				令和４年度（第５２次）造林事業																														主な樹種 オモ ジュシュ										下層木
本数（本） カソウ キ ホンスウ ホン				プロット内
成立本数
（ha/本） ナイ セイリツ ホンスウ ホン

		・申請日： シンセイビ				令和４年６月１７日 レイワ ネン ガツ ニチ

		・区　分： ク ブン				更新伐（広葉樹更新伐）																												no.1		コナラ、クリ										3				7,500

		・箇　所： カ ショ				白山市○○町〇１－１　外																												no.2		ケヤキ、アカメガシワ										2				5,000

		・面　積： メン セキ				1.76		ha																										no.3		ケヤキ、ヤマザクラ										2				5,000

		・確認日： カクニン ヒ				令和７年６月１日																												no.4		コナラ、ヤマザクラ、カラスザンショ										4				10,000

																																		no.5																0

		○現地調査による立木度の適否 ゲンチ チョウサ リュウボク ド テキヒ																																no.6																0

				期待成立本数
（本/ha）
【現状の理想の密度】 キタイ セイリツ ホンスウ ホン ゲンジョウ リソウ ミツド						現状成立本数
（本/ha）
【現状の実際の密度】 ゲンジョウ セイリツ ホンスウ ホン ジッサイ ミツド						立木度
（現状成立本数
÷期待成立本数） リュウボク ド リツ						適否 テキヒ												no.7																0

																																		no.8																0

				10,000						7,025						7.0						○												no.9																0

				市町村森林整備計画 シチョウソン シンリン セイビ ケイカク						①+②						＞3																		no.10																0

																																		no.11																0

		１　上層木の確認 ジョウソウボク カクニン																																no.12																0

		　(1)標準地数（10m×10m）： ヒョウジュン チ スウ										1ha当たり1カ所　　→								2		箇所設置 カショ セッチ												no.13																0

																																		no.14																0

						主な樹種 オモ ジュシュ												上層木
本数（本） ジョウソウ キ ホンスウ ホン				プロット内
成立本数
（ha/本） ナイ セイリツ ホンスウ ホン												no.15																0

																																		no.16																0

				no.1		コナラ												1				100												no.17																0

				no.2		コナラ、ホオノキ												2				200												no.18																0

				no.3																		0												no.19																0

				no.4																		0												no.20																0

				no.5																		0												平均 ヘイキン																6,875				②

				平均 ヘイキン																		150				①

																																  (2)稚樹生育状況写真（2m×2m全体が入るように） チ ジュ セイイク ジョウキョウ シャシン ゼンタイ ハイ

		  (2)林況生育状況写真（10m×10m全体が入るように） リン キョウ セイイク ジョウキョウ シャシン ゼンタイ ハイ











人工林整理伐

		更新伐後の更新確認（人工林整理伐） コウシン バツ ゴ コウシン カクニン ジンコウリン セイリ バツ																														２　稚樹確認 チジュ カクニン

																																  (1)標準地数（2m×2m）： ヒョウジュンチ スウ										0.5ha当たり1カ所 　→								4		箇所設置 カショ セッチ

		○申請内容 シンセイ ナイヨウ

		・事業名： ジギョウ メイ				令和４年度（第５２次）造林事業																														主な樹種 オモ ジュシュ										下層木
本数（本） カソウ キ ホンスウ ホン				プロット内
成立本数
（ha/本） ナイ セイリツ ホンスウ ホン

		・申請日： シンセイビ				令和４年６月１７日 レイワ ネン ガツ ニチ																																																										立木度（期待成立本数の目安） リュウボク ド キタイ セイリツ ホンスウ メヤス

		・区　分： ク ブン				更新伐（人工林整理） ジンコウリン セイリ																												no.1		ホオノキ										1				2,500														樹高 ジュコウ		胸高直径 キョウコウ チョッケイ		密度(ha/本) ミツド ホン

		・箇　所： カ ショ				白山市○○町〇１－１　外																												no.2		ユリノキ、ヤマザクラ										2				5,000														16m		20cm		1,500

		・面　積： メン セキ				1.02		ha																										no.3		ホオノキ、コナラ										2				5,000														19m		25cm		1,000

		・確認日： カクニン ヒ				令和７年６月１日																												no.4		コナラ										1				2,500														21m		30cm		750

																																		no.5																0														26m		37cm		500

		○現地調査による立木度の適否 ゲンチ チョウサ タチキ ド テキヒ																																no.6																0

				期待成立本数
（本/ha）
【現状の理想の密度】 キタイ セイリツ ホンスウ ホン ゲンジョウ リソウ ミツド						現状成立本数
（本/ha）
【現状の実際の密度】 ゲンジョウ セイリツ ホンスウ ホン ジッサイ ミツド						立木度
（現状成立本数
÷期待成立本数） リュウボク ド リツ						適否 テキヒ												no.7																0

																																		no.8																0

				500						4,200						84.0						○												no.9																0

				マニュアル表を参考に記載 ヒョウ サンコウ キサイ						①+②						＞3																		no.10																0

																																		no.11																0

		１　上層木確認 ジョウソウボク カクニン																																no.12																0

		　(1)標準地数（10m×10m）： ヒョウジュン チ スウ										1ha当たり1カ所　　→								2		箇所設置 カショ セッチ												no.13																0

																																		no.14																0

						主な樹種 オモ ジュシュ						樹高 ジュコウ				胸高直径 キョウコウチョッケイ				上層木
本数（本） ジョウソウ キ ホンスウ ホン				プロット内
成立本数
（ha/本） ナイ セイリツ ホンスウ ホン										no.15																0

												(m)				(cm)																		no.16																0

				no.1		スギ						25				38				4				400										no.17																0

				no.2		スギ						26				37				5				500										no.18																0

				no.3																				0										no.19																0

				no.4																				0										no.20																0

				no.5																				0										平均 ヘイキン																3,750				②

				平均 ヘイキン								25.5				37.5				4.5				450				①

																																  (2)稚樹生育状況写真（2m×2m全体が入るように） チ ジュ セイイク ジョウキョウ シャシン ゼンタイ ハイ

		  (2)林況生育状況写真（10m×10m全体が入るように） リン キョウ セイイク ジョウキョウ シャシン ゼンタイ ハイ
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